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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月30日(2018.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における少なくとも１つの炎症性病態を緩和または予防する薬剤を製造するために
ＮＫＴ－２アクチベーターを用いる方法であって、前記薬剤は、前記対象のＩＩ型ＮＫＴ
細胞を活性化させるために十分な量のＮＫＴ－２アクチベーターを含む。
【請求項２】
　前記炎症性病態が、脂肪肝疾患、アルコール誘発性肝炎、非アルコール性脂肪性肝炎、
自己免疫性肝炎、肝硬変、非アルコール性脂肪肝疾患、線維症、原発性硬化性胆管炎、原
発性胆汁性硬化症、劇症肝硬変、特発性肝炎、ウイルス誘発性肝炎（Ａ型、Ｂ型、Ｃ型お
よびその他）、肝胆道癌と関連する炎症性肝炎、多発性硬化症、１型糖尿病、虚血再灌流
傷害、実質臓器移植、全身性エリテマトーデス、関節リウマチ、筋萎縮性側索硬化症、お
よび炎症性腸疾患（クローン病および大腸炎）からなる群から選択される、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記薬剤が、さらに前記対象に対するＩ型ＮＫＴ細胞の活性化を阻害するために十分な
量のＲＡＲアゴニストを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターが以下の化学構造：
【化１】

（式中、Ｒは、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ１～Ｃ３０置換アルキル、Ｃ１～Ｃ３０アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ３０置換アルケニルおよびＣ１～Ｃ３０アルキンルからなる群から選択さ
れる）を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記薬剤が、経口投与用に構成される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターがミルテホシン、またはミルテホシンアナログを含む、
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請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターが、リゾホスファチジルコリン（ＬＰＣ）、ＬＰＣのア
ナログ、リゾ血小板活性化因子（ＬＰＡＦ）、リゾスフィンゴミエリン（ＬＳＭ）、また
はＬＳＭのアナログを含むリン脂質を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＬＰＣがＬＰＣ（Ｃ１８：０）、ＬＰＣ（Ｃ１６：０）、ＬＰＣ（Ｃ１８：１（９
Ｚ））、ＬＰＣ（Ｃ１８：１（１オレイル））、またはＬｉｇｎＡ（ＬＰＣ）（Ｃ２４：
０）の１つを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ミルテホシンアナログが表２．１または表２．２からの化合物を含む、請求項６に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターがミルテホシンを含む、請求項１～９のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１】
　対象におけるＩ型ＮＫＴ細胞媒介組織損傷を阻害する薬剤を製造するためにＮＫＴ－２
アクチベーターを用いる方法であって、前記薬剤は、前記対象に対し、有効量のＮＫＴ－
２アクチベーターを含む。
【請求項１２】
　前記対象が、脂肪肝疾患、アルコール誘発性肝炎、非アルコール性脂肪性肝炎、自己免
疫性肝炎、肝硬変、非アルコール性脂肪肝疾患、線維症、原発性硬化性胆管炎、原発性胆
汁性硬化症、劇症肝硬変、特発性肝炎、ウイルス誘発性肝炎（Ａ型、Ｂ型、Ｃ型およびそ
の他）、肝胆道癌と関連する炎症性肝炎、多発性硬化症、１型糖尿病、虚血再灌流傷害、
実質臓器移植、全身性エリテマトーデス、関節リウマチ、筋萎縮性側索硬化症、および炎
症性腸疾患（クローン病および大腸炎）からなる群から選択される炎症性病態を有する、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターがミルテホシン、ミルテホシンアナログ、またはリン脂
質の少なくとも１つを含む、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記リン脂質がリゾホスファチジルコリン（ＬＰＣ）、ＬＰＣのアナログ、リゾ血小板
活性化因子（ＬＰＡＦ）、リゾスフィンゴミエリン（ＬＳＭ）、またはＬＳＭのアナログ
を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＮＫＴ－２アクチベーターがミルテホシンまたはミルテホシンアナログの少なくと
も１つを含む、請求項１１または１２に記載の方法。
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